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　 写真２　｢ダンボール｣ および ｢布｣ 遊びの様子































































































































































































































































 ただし，素材の上に ｢乗る｣ 状態としては，ダンボー
ル・布ともに遊びの中で ｢上に乗って滑る｣ や ｢走って














 また，｢移動動作｣ において，ダンボール遊びでは ｢





















る｣ ｢トンネルにしてくぐる｣ ｢二つ折りにして入る｣ な
ど多彩な回避動作がみられたのに対し，布では ｢頭に被




















































る｣ 等の ｢捕捉動作｣ が多く出現した。ダンボールにお
いても出現していたが，扱いやすさにおいては布の方が
勝っていた。
 布遊びでは，まず ｢振る・振り回す｣ 動作からはじ
まっていった。今回は３種類の布を用意したが，それぞ
れの扱い方を試すように，｢振る・振り回す｣ を繰り返し
ていた。そのうち，それぞれの一番扱いやすい布を使い，
様々な遊びに移行していった。ある者は ｢床に敷いたり・
広げたり｣ して，布団のように床に敷く（主にバスタオ
ル），｢頭に被って｣ おばけになったり，仮面を作ったり
する（主にオーガンジー），投げてキャッチしたり，振り
回したりする（主に木綿やオーガンジー）等，思いつく
ものをどんどん実践していた。やがて，誰かがからだに
巻いて遊び始めると，それに気づいた他の幼児も次から
次にからだにまとい始めた。そのため，からだに添わせ
た動作 ｢被る・掛ける・巻く｣ 等が多くなった。布は柔
らかく柔軟であるため，からだに添わせ巻くことができ
る。また，端を結ぶことで留めることもできる。すると，
布からイメージする衣服ができあがる。まさしく，これ
が布遊びの特徴の一つと考えられた。この特徴が活かさ
れた遊びとして，男児では ｢マント｣（主に木綿）に見
立てて仲間と一緒にヒーローごっこに発展していき，女
児ではからだに巻きつけて ｢スカート・ドレス｣（主に木
綿やオーガンジー）に見立ててお姫様に扮して遊ぶ姿が
多くみられた。
 また，攻撃的動作も多く出現していた。布遊びでは
容易に ｢振る・回す・投げる｣ が可能なため，特に男
児においては，このような動的動作が盛んに出現してい
た。はじめ，布を素早く振ったり投げたりしていたのが，
ヒーローごっこと相俟って，振り回して攻撃するような
動作に変化していった。そして，やがて手に布を巻きつ
けて相手を攻撃したり，それを防御するために布で盾を
つくって防いだりと，戦いごっこが主流となり，攻撃的
動作が増えていった。ダンボールではみられなかった動
作である。したがって，布遊びでは攻撃的動作を誘発し
やすいことが窺えた。行き過ぎた ｢攻撃｣ は道義的に活
動として不適切ではあるが，からだを十分使ったダイナ
ミックな活動であり，身体活動としての観点からは，意
味あるものと考えられる。
 以上，ダンボール・布ともに，操作の運動技能として
はどちらも多彩な動きが出現することが確認された。さ
らに，その動きは，ダイナミックな動きを誘発すること
も示唆された。
３） 適応と操作の複合動作からみた特徴
 複合動作は，遊び始めの動作から遊び込むうちに様々
な動きに発展していく過程で出現し，どちらの素材でも
多数出現していた。
 ダンボールでは，｢からだに巻く｣ 遊びの場合は，は
じめは一人で自分のからだに巻いて歩いたり走ったりし
て（おそらく車に見立てて）遊んでいたのが，そのうち
両端をバタバタさせながら走る（鳥）や，肩にかけ端を
持って走る（飛行機）に変化していった。また，他児と
連なり，電車ごっこに発展するケースもみられた。｢端
をもち滑らせて｣ 遊んでいた場合は，他児を乗せて移動
する遊び（ソリ遊び）に，｢振り回して｣ 遊んでいた場
合は，他児がそれを跳び越えたことをきっかけにジャン
プ遊びがはじまった。このように，ダンボール遊びでは，
他児と関わる遊びに発展するケースが多くみられた。
 布では，振ったり，回したりして移動するなど，動き
としては単独の複合動作が多く，他児とかかわった動き
は少なかった。ただし，動きとしては単独でありながら，
ヒーローごっこ（戦いごっこ）や，お姫様ごっこなど，
数名でイメージを共有して遊ぶことはできており，ここ
に５歳児としての遊びの発達の特徴が表れていた。
 また，布遊びではダンボールに比べて，布を扱いなが
ら ｢走る｣ 動作が多く出現し，ダイナミックな遊びに発
展していくケースが多かった。このことは，軽量で扱い
やすい布という素材の特徴と考えられた。
 出現した遊びを動作カテゴリー別に整理することで，
素材と出現する動きに関係があることがわかった。これ
らのことから，幼児は素材の特徴を認識し，それに応じ
たイメージや扱い方で遊んでおり，それが動きとして表
出していることが窺えた。
 よって，素材によって引き出される動きが変わる，つ
まり，素材は，遊びによって生み出される動きに影響す
ることが示唆された。
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（2 ）遊びの様子からみた環境設定としての素材の有用性
と保育者の手立て
今回の素材（ダンボール・布）遊びでは，これまで
の先行研究同様，30分という時間の間，幼児は絶え間な
く遊び続け，からだ全体を使って動いていた。そしてそ
の中で，幼児期に必要な基本的な動作も十分出現して
いた。田中は，自分の好きな運動遊びを自発的に行う方
が，子どもの多様な動作の経験を深め，それが結果とし
て運動能力や質の高い動作の発達に寄与すると報告して
いる19）。このことから，ダンボールや布を使用した自発
的な遊びは，からだの操作や動作を促すための有効な運
動・身体活動プログラムであり，ダンボールや布を使っ
た遊びは，動きを引き出す有効な環境設定となり得るこ
とが示唆された。
環境を通して行う教育・保育については，平成29年改
訂（または改定）された３法令（「幼稚園教育要領」｢保
育所保育指針｣ ｢幼保連携型認定こども園教育・保育要
領｣）においても，幼児教育の中心として示されている。
各教育要領・指針では，保育者は ｢幼児が身近な環境に
主体的に関わり，環境との関わり方や意味に気付き，こ
れらを取り込もうとして，試行錯誤したり，考えたりす
るようになる幼児期の教育における見方・考え方を生か
し，幼児と共によりよい教育環境を創造するように努め
るものとする。｣（幼稚園教育要領第１章総則第１幼稚園
教育の基本）10）や，「子どもが自発的・意欲的に関われ
るような環境を構成し，子どもの主体的な活動や子ども
相互の関わりを大切にすること。特に，乳幼児にふさわ
しい体験が得られるように，生活や遊びを通して総合的
に保育すること。」（保育所保育指針第１章総則１保育所
保育に関する基本原則（3）保育の方法オ）11）などと明
記されている。
また，社会情動的スキルや非認知的能力と呼ばれる，
忍耐力や自己制御能力，自尊心の獲得においても，環境
を通じた教育・保育は重要な役割を果たしている。より
よい環境は，幼児の心情・意欲・態度を育てる。つまり，
幼児の主体性や自主性を育てるための方法であり，そう
することで幼児の非認知的能力や社会情動的スキルを育
てていくことにもつながる。したがって，幼児教育・保
育施設においては，考えられた十分な環境設定（環境構
成）が重要となってくる。
幼児の主体性や自主性を育てるよりよい環境とは何
か。松井は，子どもの大人にはない発想で環境を利用
し，独自に環境を作り出すことに着目し，子どもの視点
に立った環境づくりについて述べている。その中で，子
どもは豊かな発想力を基に様々な想定外の遊具の使い方
をすることで，発想力を軸にした①おもしろさ，②遊び
の発展，③物とかかわる経験，④相互作用のきっかけが
生じることを示唆している。そして，子ども同士の新た
なかかわりも生まれると報告している20）。
これら幼児教育・保育における環境の在り方に照らし
合わせてみても，主体的に，意欲的に遊び続けることが
できていた本研究の素材（ダンボール・布）遊びは，幼
児教育・保育の環境設定としての要素を十分に満たすも
のであったと考えられた。
ただし，本研究では，幼児のみでは生まれない遊び
（動作）もあることが示唆された。特に ｢布｣ では，ダ
ンボールに比べ遊びの種類に偏りがあり，出にくい動作
もみられた。先行研究において複数の保育施設でデータ
を取った際には，別の施設においてバスタオルを使用し
た ｢ソリ遊び・綱引き・キャッチボール｣ など多彩な集
団的遊びが出現していた16）。本研究の幼児は，今回はじ
めて素材遊びにふれたこともあってか，このような集団
的遊びにまで発展することはなく，バスタオルはもっぱ
ら敷いて座る・寝ることに使うだけで，上記のような使
い方は出てこなかった。その違いは，前者は日常の保育
の中でタオルを使った遊びの経験があり，後者ははじめ
てであったという点である。このことから，幼児の遊び
は，日常の遊びを含んだ生活体験の影響が大きいことを
物語っており，幼児の自主性・自発性を重んじながらも
保育者の何らかの手立ての必要性を暗示させた。
また，それぞれの素材の特徴を活かした環境設定を心
がけることは言うまでもなく，保育者が使用する素材を
十分に理解し，使い方に精通することも重要である。古
屋は，保育者主導の保育実践（設定保育）をとおして，
保育現場における運動教材の活用として ｢布｣ は，自分
のイメージを動きで表現しやすいことや，活動を通じた
他者との関わり合い等，多方面にわたることを報告して
いる。そして，「イメージから動きを膨らませる素材」と
しての ｢布｣ の有用性を示唆している21）。よって，｢布
ならでは｣ の特徴を活かした素材遊びを日常的に保育に
取り入れることによって，幼児の布遊びは広がりをみせ
るものと考えられる。このことから，幼児の遊び（動き）
を広げるためには，保育者の適切な手立ても必要である
ことが示唆された。
以上より，幼児の豊かで健やかな育ちを促すには，幼
児が自主的に・自発的に様々な遊びを繰り広げ，遊びの
内容が深まるような環境設定の工夫と，保育者の適切
な配慮の必要性の示唆をあらためて確認することができ
た。
まとめ
身近な素材を利用した環境設定の工夫について検討す
ることを目的に，ダンボール遊びと布遊びを実践し，そ
れぞれの出現した動作から検討した。その結果，以下の
ことが判った。
１ ）出現する動作は，ダンボール・布ともに出現するも
のと出現しにくいものとがあり，それが素材のもつ特
徴であることが示唆された。
２ ）遊びは，幼児の生活体験に由来するものであり，そ
れによって出現する動作も変わることが推察された。
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３ ）ダンボール・布ともに操作性の動作は，どちらも多
彩な動きが出現することが確認され，ダイナミックな
動きを誘発しやすいことが判った。
４ ）幼児は素材の特徴を認識し，それに応じたイメージ
や扱い方で遊び，それが動きとして表出していること
が窺えた。
以上のことから，ダンボールや布を用いた環境設定は，
幼児期に必要な多様な動きを幅広く引き出すことが確認
でき，環境設定としての有用性が示唆された。
ただし，幼児の自主性に任せた自由遊びの場合，（特
に「布」を使用した遊びにおいて）幼児だけでは「出に
くい動作」もあることが確認され，幼児の自主性・自発
性を重んじながらも保育者の適切な手立ての必要性も示
唆された。
今後の課題
本研究は，例数も少なく事例の概観に留まったため，
妥当性に欠き，結論を導くには限界があった。したがっ
て，今後，例数を増やすとともに，動作の個別性にも視
点を置き，様々なケース（遊び方など）を質的，量的に
検討していきたい。
脚注
１） 基本運動の技能は大きく，｢適応の運動技能｣ と「操作の
運動技能」に分けることができる。｢適応の運動技能｣ は，
身の回りの環境をそのままの状態で利用した動作のことを
指し，その動きの型に基づいて安定性と移動動作に分類さ
れる。主に固定遊具や大型遊具の遊びによって獲得される。
２） 「操作の運動技能」は，手や足（またはからだ全体）で物
や人を扱うのに関係する動作で，荷重，脱荷重，捕捉，攻
撃的動作に分類される。主に小型遊具を扱う遊びにより獲
得される。
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付記
本論文は，「使用した素材の違いからみた幼児の遊び
の展開―ダンボール遊びと布遊びを比較して―」として
九州体育スポーツ学会第68回大会でポスター発表したも
のを加筆・修正したものである。
